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安
全
・
安
心
な
建
築
に
は
、
人
命
を
守
る
だ
け
で
は

な
く
、
生
活
と
産
業
、
都
市
や
地
域
の
機
能
を
守
る
と

い
う
観
点
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
既
存
建
築

物
に
つ
い
て
も
、
災
害
時
に
建
築
物
の
機
能
が
維
持
さ

れ
る
構
造
・
耐
震
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
今

号
で
は
、
前
回
に
続
き
代
表
的
な
耐
震
改
修
技
術
の
例

を
二
件
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

軸
力
制
御
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
が
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

吸
収
す
る
た
め
、
地
震
時
の
揺
れ
を
低
減
し
、
大
地
震

時
の
安
全
性
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
軸

力
制
御
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
従

来
の
構
法
で
は
必
要
で
あ
っ
た
、
柱
・
梁
の
補
強
が
不

要
と
な
り
ま
す
。
既
存
架
構
へ
の
組
み
込
み
方
法
と
し

て
、
間
柱
タ
イ
プ
と
ブ
レ
ー
ス
タ
イ
プ
の
二
種
類
が
あ

り
ま
す
。

　

小
型
・
軽
量
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
組
積
し
て
耐
震
壁
を
構

築
す
る
工
法
で
す
。
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い

る
タ
イ
プ
で
は
、
組
積
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
の
溝
内
に
無
収

縮
グ
ラ
ウ
ト
を
充
填
し
て
新
設
壁
、
既
存
の
R
C
壁
を

増
し
厚
す
る
増
厚
壁
、
柱
に
設
け
る
そ
で
壁
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｒ
Ｐ
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い
る
タ
イ
プ
で
は
、

採
光
、
通
風
が
可
能
で
、
意
匠
的
に
も
す
ぐ
れ
た
耐
震

壁
の
構
築
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
の

建
築
・
街
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す

軸
力
制
御
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
を
用
い
た

既
存
超
高
層
建
物
の
耐
震
化

各
種
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い
た
耐
震
補
強
工
法

安全・安心な生活環境の形成と低炭素・循環型社会の実現への
社会的関心が深まるなか、当会は、今後の建築のあるべき姿と私たちが
なすべきことを「未来に引き継ぐ確かなものを─日建連建築宣言─」
として発表いたしました。この宣言に沿った取り組みを連載でご紹介します。

既存建築物の耐震性能
を向上させる改修技術

 Vol.02

未 来 に 引 き 継 ぐ 確 か な も の を 「 日 建 連 建 築 宣 言 」

「日建連建築宣言」に基づく取り組み
Architectural Action!
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